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○設定理由

　この物語のテーマについて考えるに辺り、まずはタイトルにもある「海」に重点を置くことにした。

「海の命」というタイトルからして、海についての描写は作品中に少なくはなく、テーマの考察としては比較的手が出しやすい。また、関連する描写は作中の広い範囲に分布しており、後々の活動の考察の足がかりとしても使うことができると考える。

○描写の抜き出し

　「海の命」の作中で、作者である立松和平氏が「海」をどう伝えたいのかを考えるに辺り、作者が「海」について明確に描写している文章を抜き出すことにする。結果、抜き出される文章は

Ａ「季節や時間の流れとともに変わる海のどんな表情でも、太一は好きだった」

Ｂ「父がそうであったように、与吉じいさも海に帰っていったのだ」

Ｃ「はだに水の感触がここちよい。海中に棒になって差し込んだ光が、波の動きにつれ、かがやきながら交差する。耳には何も聞こえなかったが、太一は壮大な音楽を聞いているような気分になった」

Ｄ「とうとう父の海にやって来たのだ」

Ｅ「おとう、ここにおられたのですか。また会いに来ますから」

Ｆ「大魚はこの海の命だと思えた」

　この６つである。

○描写の読み取り

　この６つの描写は、大きく分けると２つの組に分類することができる。

　まず、ＡとＣ、Ｆの描写について。この３つ、特にＡとＦの描写は「海」という存在に対して擬人法が使われていることがわかる。

　擬人法を用いることで「海」という存在を身近なものであると感じさせるとともに、尊いものであるということを伝えたいのではないだろうか。同時に、Ｃの描写からも読み取ることができるように、大きく偉大な存在であるということも感じることができると考える。

　続いて、残ったＢとＤ、Ｅ。この３つの描写は「海に帰っていった」や、「ここにおられたのですか」という擬人法で語られるような「海」とは別の命、死んだ人間の命がそこにあるような描写がされている。つまり、「与吉じいさも海に帰っていったのだ」という描写が語るように、「海」は命の集まる場所であると作者は言いたいのではないかと考えられる。

○まとめ

　以上の２点から私は、作者は海を「命のかえる場所」であると伝えたいのではないだろうかと考えた。

　昔から母なる大地、母なる海と言われるように、自然は命の源泉であり、尊く偉大な存在である。作者が伝えたかった「海」とはそういったものなのではないだろうか。

　余談だが、西洋では自然と人間を完全に分離した考え方をする傾向が強い。しかし日本では逆に人間も自然の一部であるという考え方をする傾向がある。そういった観点から見れば、実に日本人らしさが反映された作品であると言えるのではないかと感じた。
